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南海電気鉄道株式会社と連携した農業体験企画がスタート 

河内長野市産小麦の栽培からパン作りまでを体験 

 
河内長野市（市長：島田智明）は、平成２３年５月に南海電鉄（社長：遠北光

彦）と、まちづくり、教育・子育て支援、定住・転入の促進、観光振興という４

つの分野で基本協定を結び、様々な連携を展開しているところです。 

 このたび、市内の里山活動や農業活動に取り組むＮＰＯ法人里山ひだまりファ

ーム（代表：薮本源悟）と南海電鉄が共同で開設する「くらし菜園沿線ファーム 

河内長野」の初回講座として、小麦の栽培からパン作りまでの一連の流れを体験

していただく農業体験企画「小麦プロジェクト」がスタートします。 

 今回のプロジェクトは、小麦の栽培に取り組んでいるＮＰＯ法人が管理する農

地において、小麦の種まきから収穫までの一連の作業を体験した後、沿線出身の

人気シェフ指導のもと自分で栽培した小麦を使用したパン作りが体験できます。 

 市では、自然豊かな河内長野市の中でも、ゆるやかな棚田がひろがる里山の風

景を残した惣代（そしろ）地区を中心に活動するＮＰＯ法人が、農業関連事業を

展開している南海電鉄と共同プロジェクトを実施することで、さらなる沿線の魅

力発信と活性化につながることを期待しています。 

 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【資料提供先】河南記者クラブ 

※南海電鉄グループからも同内容のリリースが配信されます。 

 

 本件に関するお問合せは 

 河内長野市 政策企画課 ☎０７２１－５３－１１１１ 

       農林課   ☎     同上      
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